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　本研究は、小学生の読み能力評価を行うため、読み速度と読解力との相関関係が強い文章と弱い文章を作
成し、その実用性を検証することを目的とした。研究は2021年から2024年にかけて実施され、小学１年生か
ら６年生までの児童678名を対象とした。参加児童には30文字程度の短文50文を音読させるとともに、教研
式 Reading Test を受験してもらった。その結果、読み速度と読解力偏差値との相関関係がピアソンの相関
係数0.6以上である文章が０年字文40文、１年字文24文、２年字文18文、３年字文19文、４年字文27文、５
年字文20文得られた。また、各文章について読み速度の平均値と標準偏差を算出した。これらの文章セット
は、読み速度を用いた客観的かつ簡便な読み能力評価の構築に貢献する可能性を示した。
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Ⅰ．はじめに

　学習が成立する上で情報を入力することは重要であ
り、「読み」は情報入力の１つの主要な営みと考えら
れる。よって文字やその連なりから情報を取り込む過
程である「読み」は学習の成立に特に重要な意味を持
つといえよう。読みの対象となる文字は人の思考を媒
介する役割がありメディアと捉えることができる。本
研究ではこのメディアである文字やその連なりから情
報を取り込むことを「読み」とし、小学校段階にある
児童の読み速度を評価する上で活用できる文章セット
及び標準データを提供する。
　「読み」とは、読み物を手に持ち、目や頭などを動か
しながら文字を追ってゆく過程の中で、視覚的認知過程
に関わる全ての問題、言語理解に関わる心理言語学的問
題（御領，1993）のみならず、眼科学的問題などが関連
する（Legge, Rubin, Pelli, & Schleske, 1985）。よって、
視覚障害、聴覚障害、発達障害、知的障害などのそれぞ
れの文脈の中で、読みの意味するものは異なる可能性が
あり、評価の視点も異なる（氏間，2021）。評価の視点
を考える際、読みのモデルを想定しておくことは重要で
ある。読みの認知モデルは、Morton （1969）の Logogen 

Model に 端 を 発 し、Paap, Newsome, McDonald, and 
Schvaneveldt （1982）の Activation-Verification Model
など様々なモデルが提案されてきている。それらのモデ
ルの中の一つに、視覚入力から音声化までの経路として
Dual-Route Cascaded model（DRC モデル）（Coltheart, 
Curtis, Atkins, & Haller, 1993）がある。同モデルは「視
覚的特徴抽出」及び文字ユニットを経た後「語彙経路」
及び「非語彙経路」に分かれている。視覚情報の処理
が進み、音素システムへ送られるモデルである。この
DRC モデルを参考に、CARD（包括的領域別読み能力
検査）を用い、音韻意識、語彙、統語といった言語モジュー
ルを包含した読解モデルを構築し、多母集団同時解析に
よるモデルの交差妥当化が行われている（川﨑・奥村・
中西・川田・水田・若宮，2019；奥村，2021）。このモデ

Fig. 1　読みのモデル
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ルを元に図式化したのが Fig. 1である。このモデルを奥
村は「読んで理解するプロセス」と命名した（奥村，
2021）。同研究は読み書き障害を含む学習障害を主な対
象としている。学習障害の領域では、このように言語モ
ジュールに着目した評価が進んでいる一方で、文字サイ
ズや配色などのメディアが読みに与える効果の評価に関
する研究が少ない点が特徴である。
　永続的に見えにくい状態にある弱視（low-vision）
の分野においても読みの評価の研究は進んでいる。弱
視の分野では文字サイズを要因とし、読み速度を従属
変数にした研究が中心である（永井，2003；氏間，
2010）。つまり、メディアが読み速度に与える効果を
測定することで読みに適した文字サイズを評価する方
法である。同様の方法は配色や文字間隔などを独立変
数としても取り組まれており（Inoue, Nakano, Arai, , 
Nagai, Ooshima, Yamamoto, & Schepker, 2008）、Fig. 
1に示した奥村や川﨑らの読みのモデルの影響があま
り考慮されていないのが特徴である。読みのモデルに
おいて評価の対象となる文章理解力は読み速度に含ま
れており、弱視の場合は視機能の低下が問題であるた
め、視機能に応じたメディアの条件を探り出すことが
重要であるという見解が、世界的にも一貫していると
いえよう（Legge, 2007）。文字サイズが読みに与える
影響については、文字サイズごとに読み速度を測定し、
グラフを描いて評価する方法と、読みの様子を観察し
て行う方法があり、前者の代表は MNREAD Chart で
あり、後者は Bailey-Lovie Chart である。このうち
MNREAD は日本語化されている。これらの評価法は、
メディアが読み速度に与える影響を評価するもので、
他者と比較してパーセンタイル順位がわかるようなも
のではないため、通常の教室での適応状況を判断する
ことが困難となる。
　読みのメディアの１つに点字がある。点字の評価は、
触読能力を規定する要因、触読速度、触読を支える読
指運動、触読材料の４つのカテゴリーで研究が進んで
いる。このうち、触読時間に影響する要因として、点
字を構成する点の数の多寡（Nolan & Kederis, 1969）
や点の組み合わせにより生成される冗長性（Loomis, 
1993）、点の粗密により生成される点のテクスチャー

（Millar, 1985）、 点 字 １ マ ス 内 の 位 置（Nolan & 
Kedris, 1969）など、触読材料の物理的特徴の検討が
行われている。これは、日本の点字でも同様の研究が
行われている。また、点字の触読速度の発達研究は盛
んに行われている（牟田口，2012）。このように点字
の読み速度の発達研究が進んでいる一方で、子どもた

ちの読みの評価を行うための方法に関する研究は十分
でなく、本邦において未だ標準的な読み評価の方法が
存在していない状況である。
　これらの状況を鑑みて、特に読みのスキルを身につ
ける段階にある小学校段階の読みの評価で活用できる
読み評価用文章の作成を試みる。その際、読み速度と
読み能力の相関が強い文章を用意することで、読みの
能力を読み速度で推定することが可能になる。また、
読み速度と読み能力の相関が弱い文章セットを用いる
ことで、読み能力に左右されずメディアの評価を行う
ことに向いていると考えられる。これらの文章セット
を活用することで、発達障害、弱視、盲をはじめとし、
目的に応じて読みを評価することに貢献できると考え
られる。

Ⅱ．方法

１．研究デザイン・期間
　本研究は個別で読み速度及び読み能力評価を実施
し、データを収集する、横断的研究である。2021年10
月から2024年８月までの期間で実施された。本研究は、
広島大学大学院人間社会科学研究科倫理審査を受けた

（HR-HUM000674）。

２．実験参加者
　実験参加者は、東広島市内の X 小学校在籍の小学
生及び東広島市内の広報に応募した小学生であった。
小学１年生は平仮名の学習が終わっている10月以降参
加した。

３．刺激
　刺激文章は各学年50の短文を作成した。１年字文は
小学校学習指導要領（平成29年告示）（文部科学省，
2017）の小学校１年配当の漢字、以降２年字文は小学
校学習指導要領の小学校２年配当の漢字までを含むよ
うに漢字を利用した。よって、平仮名のみの分ち書き
文で構成された文章を０年字文とした。１文章は０年
字文が26文字から29文字、１年字文から６年字文は30
文字で構成された。１年字文から６年字文の漢字の量
は１文あたり７文字から10文字であった。文章の作成
は東京書籍株式会社、光村図書出版株式会社、教育出
版株式会社の平成31年２月25日検定済みの小学校の国
語の教科書から、新出漢字の用例を抽出し、その用例
を用いて文章を作成した。教科書から新出漢字の用例
を用いることで、当該学年で指導する語彙を超えて高
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度な語彙を利用したり、当該学年での漢字の読み方を
超えて利用したりすることを回避することを狙いとし
た。使用した刺激は、資料として添付した。

４．装置
　作成した文章をランダムに提示するプログラムを作
成し、iPad（Apple 社製、MYLE2J/A）で表示した。
文章は１行で提示された。刺激文の１文字目に３・
２・１のカウントダウンを表示し、カウントダウン後
文章が提示された。実験参加者はヘッドセットマイク
を装着し、音声が提示ソフトで収録された。

５．手続き
　本人及び保護者へのインフォームドコンセントの
後、書面で保護者から同意の意思が確認できた小学生
が参加した。参加者は、近見視力、コントラスト感度、
屈折が測定され、文章を読むのに困難のある視覚の状
態でないことを確認した。視距離40cm 程度に iPad
を台に立てて配置し、読み時間と音声を収録した。提
示文章は在籍学年の１年下の漢字の文章とした。つま
り、小学４年生の場合は３年字文を提示した。読み能
力は教研式 Reading Test を実施した。

６．分析
　読み時間は１文字目を音声化した時点から読み終わ
りまでを計測した。読み間違いの数は原文を飛ばした
り読み間違えたりした文字数とした。ただし、漢字の
読み間違いについては漢字の読みの範囲内であれば読
み間違いとしなかった。読み時間及び読み間違いは２
名が独立で測定し、結果を突き合わせて、読み時間は
平均値を、読み間違いについては２名の結果が異なっ
ている場合、２名で確認して決定した。読み時間は以
下 の 式 で 算 出 し た。 教 研 式 Reading Test（ 以 下、
RT）は、マニュアルに従って採点し、読書力偏差値
を用いて、読書力とした。

　文章毎に読み速度と読書力偏差値の２つの値により
ピアソンの相関係数（Pearson’s correlation coefficient）
を算出して、１つの文章の読書力の敏感さとした。相
関係数（r）が0.6以上を相関の強い文章として、0.4未
満を相関の弱い文章とした。また、１つの文章につき、
平均値と標準偏差を算出し、資料に示した。

Ⅲ．結果
１．読み速度の結果
　実験参加者数は、小学１年が76名、小学２年が107名、
小学３年が131名、小学４年が131名、小学５年が104名、
小学６年が129名であった。全ての参加者の RT を実
施できたが、読み速度については、実験時間の制限や
参加者の声量等により全ての文章について全参加者の
データを取得することができなかった。１つの文章を
読んだ参加者数を各学年における全参加者数で割った
データ取得率を文章毎に算出したところ、最高値は
0.977、最低値は0.500であった。最低人数は小学１年
生の参加者が読んだ０年字文の文章番号49の文章で、
取得率が0.500、人数は38名であった。
　各学年の文章を相関係数により階級別に度数を示し
た結果が Table 1である。読み速度と読書力偏差値と
の間の相関係数（r）が0.4以上の中程度の相関を示し
た文章が１年生で49文（０年字文）、２年生（１年字文）
で42文、３年生（２年字文）で42文、４年生（３年字
文）で37文、５年生（４年字文）で37文、６年生（５
年字文）で43文あった。さらに相関係数（r）が0.6を
超える文章は各学年で20前後以上あった。これらの結
果は資料に掲載した。

Table 1　相関係数別の度数

学年 相関係数（r）
0≦ 0.4≦ 0.6≦

1   1   9 40
2   8 18 24
3 13 19 18
4 13 18 19
5   7 16 27
6 10 20 20

　文章毎の読み速度の度数を Table 2に示した。度数
分布の最頻値が、小学２年以降において学年進行で上
昇していることが確認できた。資料に掲載した通り、
各文章において平均値と標準偏差のデータを収集する
ことができた。

Table 2　読速度の平均値の度数

学年 読み速度の文章毎の平均
0≦ 200≦ 250≦ 300≦ 350≦ 400≦

1   0   4   7 33   5 1
2 17 26   7   0   0 0
3   6 18 19   7   0 0
4   0   8 19 17   6 0
5   0   6 20 14 10 0
6   0   2 11 12 17 8

読み速度（cpm）�= 刺激文の文字数－読み間違い数
読み時間（s） ×60
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　１つの文章の読み速度と相関係数を用いて学年毎に
散布図を描いたのが Fig. 2である。相関係数の上昇に

伴って読み速度が全体の中位に収束している様子がう
かがえた。

Fig. 2　文章の読み速度と相関係数の散布図
各点が１つの文章を表す。
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Ⅳ．考察

　各学年で50の文章を作成し、読書力偏差値と読み速
度の相関係数および各文章の平均値と標準偏差を収集
することができた。相関係数が中程度以上の文章が多
く、相関係数が0.6を超える文章が各学年で18文以上
生成されたことから、読み能力と読み速度の相関が強
い文章セットとして利用できる可能性が考えられる。
また、各文章の平均値と標準偏差を利用することで、
読み速度から読み能力を推定できる可能性が考えられ
る。読み速度は小学２年生以上で学年進行で最頻値が
上昇していたことから、これまでの読み速度の発達研
究 を 支 持 す る 結 果 で あ っ た（ 阪 本，1972； 佐 藤，
1974；氏間，2011）。ただし１年生の０年字文の読み
速度は２年生よりも速い結果であった。これは０年字
が平仮名分ち書き文であったことが、その一因である
と考えられる。各文章の読み速度と相関係数を散布図
で確認したところ、相関係数と読み速度の相関はみら
れず、相関係数が高くなると読み速度が全体の中位に
収束している様子がみられた。相関係数が高い文章の
読み速度の平均値が各学年の中位の読み速度に向かっ
て収束したことは、各児童の読書力の高低に応じて読
み速度が高低に広く散らばっていたことを推測させ
る。もし収束位置が上位もしくは下位に向かっていた
場合、実際の読書力偏差値の高低と読み速度の高低の
分布の形状の線形性に疑いが生じるが、そうではない
と考えられる。相関係数と読み速度の散布図に引いた
対角線を基準に検討してみる（Fig. 2）。縦軸と横軸の
スケールが異なることから、対角線に絶対的意味はな
いが、学年間での相対的な意味を見出すことができ
る。小学１年生（０年字文）、３年生（２年字文）、４
年（３年字文）、５年生（４年字文）は対角線を中心
にデータが集まるが、６生生（５年字文）では相関係
数が低い文章は対角線の上へシフトしており、２年で
は対角線より下にシフトしていた。このことから、相
対的に２年生は文章の読み速度が読書能力に比して遅
くなり、６年生（５年字文）では速くなる傾向にある
文章が完成したことが示唆される。
　一方、弱い相関の文章はなかったことから、今回の
方法ではこのような文章を生成することが困難である
ことが考えられる。今後は、これらの文章セットを用
いた多重比較を行うなどして、読書力の下位検査の得
点が読み速度をどの程度説明するのかといった読みの
発達研究に発展させることが期待できる。
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文章ID年字 文章 r M SD
1 0 あめが ふったひに かさを さして おばあちゃんに あいに いった 0.72 316 155
2 0 かっている いぬのために おみせで えさを かって かえります 0.55 282 110
3 0 おとうとが うまれたので おかあさんの てつだいを しています 0.73 349 150
4 0 おしょうがつは おじいちゃんの いえで おせちを たべて いる 0.76 320 163
5 0 あきの えんそくで ちかくの どうぶつえんに いった ことが ある 0.65 331 147
6 0 ごひゃくえんを もって しょうてんがいの おかしやさんに いった 0.7 328 143
7 0 えきの ちかくの やきにくやさんに あかい じどうしゃが ある 0.65 288 118
8 0 つくえの したで ねこが よりそって ねているのが みえました 0.76 271 127
9 0 すいようびは ともだちの いえで いっしょに しゅくだいを する 0.69 403 139
10 0 がっこうに おくれるので いっぱい はしったら とても つかれた 0.65 348 150
11 0 てんきが よいひに ともだちと いけで さかなつりを します 0.72 331 162
12 0 はやあしで いえに かえって しゅくだいを おわらせたいです 0.72 350 159
13 0 ねるまえに むかしばなしが たくさん のっている ほんを よむ 0.68 305 128
14 0 むらに ある おおきな こうえんで なつまつりを しています 0.57 327 128
15 0 にゅうがくしきで きいてもらう うたの れんしゅうを します 0.64 319 141
16 0 じてんしゃに のって やおやさんに たまねぎを かいに いった 0.7 309 136
17 0 でんしゃに のって おとうさんの いる びょういんに いく 0.64 352 159
18 0 あたまが いたいので すいえいの じかんを けんがくしました 0.62 337 178
19 0 みんなで くちを あけて うたを うたうと きぶんが よくなった 0.66 307 119
20 0 たんじょうびの ひには おともだちと おかしを たべました 0.54 337 137
21 0 せんせいは きいろの くるまに のっているので めだって います 0.66 324 154
22 0 まちで やっている けんどうの たいかいで ゆうしょうした 0.72 303 151
23 0 しょうらいは にわの ある おおきな いえで ねこと くらそう 0.46 285 126
24 0 せんせいに よばれたので おおきな こえで へんじを しました 0.59 356 136
25 0 ちかくで きりんの あかちゃんが うまれたので かぞくで いった 0.59 331 154
26 0 そらを みていると きれいな ほしが たくさん あると わかった 0.68 323 134
27 0 のどが かわき こうえんの じどうはんばいきで おちゃを かった 0.71 305 131
28 0 てんきが よいので せんたくものの あと さんぽに でかけました 0.65 318 129
29 0 はるに なり さとやまに いって はなみを する けいかくをした 0.73 237 114
30 0 おとうさんの かいしゃで はつめいされた ほうちょうを つかう 0.63 359 162
31 0 きのうから おおあめが ふって せんたくものが かわきません 0.67 346 141
32 0 のはらの ちかくに かわが あったので ちかづくと かえるが いた 0.7 264 115
33 0 かぞくで よるごはんを たべながら やきゅうの おうえんをする 0.69 327 146
34 0 てづくりの ふくを ちちに かってもらったので たいせつにする 0.71 312 141
35 0 げんきに こえで あいさつを すると きぶんが よくなりました 0.77 327 97
36 0 ぼうけんの はなしを としょかんから かりて きて まいばん よむ 0.51 228 86
37 0 だいすきな たべものが きゅうしょくに でたので おかわりした 0.66 344 137
38 0 がんじつの あさに おとうとと こままわしと たこあげで あそんだ 0.51 215 114
39 0 きしゃの まどから みえた けしきは きれいで びっくり しました 0.7 310 128
40 0 きりかぶの うえに たって みると うみを みる ことが できます 0.67 247 97
41 0 えんそくの ひは おかあさんが おかずを べんとうに いれる 0.65 349 149
42 0 ときょうそうで いちいだったので つみきを かって もらう 0.64 274 145
43 0 おとうさんと いっしょに ほんだなを くみたてる やくそく した 0.65 286 140
44 0 ちゅうがっこうに かよっている おねえちゃんの えがおが よい 0.61 336 189
45 0 えんそくで ちくわを つくる こうじょうの けんがくを した 0.56 305 121
46 0 きゅうじつは おやつを たべた あと へやの そうじを したいです 0.69 312 140
47 0 さかみちを のぼると こんちゅうが たくさん いる もりが ある 0.58 362 137
48 0 しんゆうが ひっこしたので なつやすみには あいに いきたい 0.66 311 136
49 0 やすみじかんに いっせいに そとに でて なわとびを している 0.65 319 119
50 0 たんじょうびに もらう うさぎの ぬいぐるみに なまえを つける 0.75 335 110
51 1 むこうに立っている上下が白いふくをきた人ぶつは小学校の先生だ 0.33 160 72
52 1 王さまは小川で女の子が石をひろって犬にわたしているのを見ます 0.47 199 82
53 1 土よう日に女子と男子が夕やけを見にちかくの林まであるいていく 0.53 169 76
54 1 お正月に男の子が村の中で竹とんぼと土あそびをして一日すごした 0.51 164 73
55 1 ある日雨がふったので赤いくつで中学校にいくと天気がよくなった 0.51 222 87
56 1 入学しきで名まえをよばれたので一人ずつげん気よくへんじをした 0.61 257 90
57 1 青ぐみの子どもたちはけがに気をつけて早足で玉入れをしてあそぶ 0.66 208 76
58 1 森で草花や木のはをあつめたり虫とりをして木よう日をすごしたよ 0.65 155 72
59 1 大きくなったらじどう車で日本中をまわって山やうみを見にいこう 0.77 215 84
60 1 おや子は町にすむ大すきなおばあちゃんにまい日手がみを出します 0.66 229 83
61 1 正しいしせいで口をあけて本の一文を音どくをすると気もちがよい 0.38 194 70
62 1 赤ちゃんが生まれたので小づつみをもって山が見える町に車でいく 0.67 234 80
63 1 まい月おかあさんのしごとが休みの土よう日には川にえん足にいく 0.57 206 66
64 1 花見の日に空を見上げたら大きな月とさくらが見えてきれいだった 0.72 200 72
65 1 天の川はなつの空に見えるとたんにんの先生からおしえてもらった 0.49 195 75
66 1 水よう日に五百円をもってお気に入りの糸をかいにあるいていった 0.66 224 93
67 1 学校のとしょかんで本をかりたあと木の下で犬と一しょにすごした 0.55 256 96
68 1 目をあわせて力いっぱい手でひっぱると土の中からいもが出てきた 0.62 259 86
69 1 右を見て左を見て車に気をつけて学校へのみちをあるくようにする 0.58 260 80
70 1 大すきな音がくの先生にきれいな字でかいた年がじょうを出したい 0.55 198 86

資料
文章一覧
文章 ID は、文章に振られた番号である。
年字は、教育漢字の配当学年を示し、０は平仮名のみを示す。
在籍学年の１年下の年字の文章を読んだデータである。

71 1 森で夕空を見上げているとなん千ものとりがとんでいくのが見えた 0.37 145 59
72 1 男の子は年に二日かんおじいちゃんの村で田うえのてつだいをする 0.43 174 66
73 1 村のおくにある林の中で土をほっていたら中から赤いろの貝が出た 0.56 210 71
74 1 男の子は女の子と花火が上がっているのをいえの中で見てよろこぶ 0.61 220 87
75 1 七ひきのこやぎと三びきのこぶたは小学生の男女に人気だときいた 0.69 200 75
76 1 手と足のゆびが五本なのは人げんのほかに犬もだと本でしりました 0.62 190 61
77 1 男の子が九人あつまったので大きなやきゅうの大かいに出ましょう 0.66 240 110
78 1 学校でひつようなので四かくと円のかたちの石を十こあつめている 0.62 211 74
79 1 うみの生きもののタコの足は八本で一かいちぎれると生えてこない 0.53 199 75
80 1 休日のひるに女の子が一人で青空を見ながらこうえんにいきました 0.6 231 82
81 1 耳がかゆいので六年生の人にほけんしつにいっしょに入ってもらう 0.66 241 96
82 1 早おきをはじめるぞとつたえてから二日目で学校を休んでしまった 0.63 201 79
83 1 学校であたらしくならったかん字を力づよくかいて手ほんを見せた 0.64 249 88
84 1 村の小さな大かいで一ばんになって金メダルをもらいはく手された 0.54 178 72
85 1 つるは千年生きるということを小学校の先生からおしえてもらった 0.64 231 83
86 1 村ではいまでも糸車をつかっているが音が大きくて村中にきこえる 0.56 163 66
87 1 じゅうごやはまい年町にすんでいる人たちと木の下で月を見ました 0.48 196 74
88 1 花火の音がきこえてくると子どもが早足で山にむかっていきました 0.53 248 80
89 1 左のせきの女子の手に大きな虫がとまったのでないてしまいました 0.58 212 77
90 1 大きな耳の白い犬は町の人気ものでまい日たくさんおかしをもらう 0.67 218 72
91 1 雨がふった日には水たまりで手や足を入れてあそぶのが大すきです 0.56 267 79
92 1 正月にははつ日の出を見るために竹林までかぞくとあるいていった 0.49 134 52
93 1 わたしは中学二年生のおにいちゃんと年がはなれたおとうとがいる 0.62 251 84
94 1 休日に青空を見上げていたらいますぐはしり出したくなってしまう 0.61 207 88
95 1 学校が休みの日にはいえのちかくの森へいって草むしりをしました 0.66 218 80
96 1 女の子と男の子は草むらで花のかんむりをなかよくつくっています 0.61 246 93
97 1 わたしの犬は川に入ったり草むらではしりまわるのがとても上手だ 0.58 243 82
98 1 クラスのみんなは大男と小人がぼうけんする本が一ばんすきでした 0.65 191 78
99 1 休みじかんに小学校の先生がそとに出て花だんの草むしりをします 0.57 223 79
100 1 学校にいくとちゅうに花たばをもって車をおいかけている人を見た 0.55 259 82
101 2 今朝姉に言われたことを考えているとその後汽車におくれてしまう 0.41 249 90
102 2 いつか親友と多くの国で町のようすを絵にかきに行くのが楽しみだ 0.56 244 80
103 2 家ぞくのなかで毎朝新聞紙を読んでいるのは兄さんと父さんだけだ 0.52 258 103
104 2 図画工作の時間にこん虫の本を見ながら細かくうつしていきました 0.59 281 91
105 2 台風の時は強い風とはげしい雨がふるので外に出ないようにします 0.44 310 87
106 2 土曜は鳥の鳴き声とお母さんの作る朝食のいいにおいで目がさめた 0.63 245 91
107 2 広い野原のよこを西から東へとすばやく電車が通っていくのを見た 0.62 263 92
108 2 半日かけて夏休みのしゅくだいの算数と国語がぶじおわりそうです 0.34 302 80
109 2 黒い雲が近づいて雨がふると思い家に走って帰ってぶじ間に合った 0.43 229 76
110 2 毎日早朝からだい工さんが家の外の高い場しょで作ぎょうしている 0.5 196 75
111 2 大切な友だちと広場で星をながめた夜のことを絵日記にのこします 0.45 312 83
112 2 今夜の夕食は近くのはたけの里いもと海でとってきた魚りょう理だ 0.41 218 76
113 2 晴れた春の日には兄弟だけで遠くのキャンプ場で生活を楽しみます 0.63 256 83
114 2 秋は公園で体いく大会のために同じ学年の友だちとれんしゅうする 0.49 258 74
115 2 夏の日に麦茶をのみながら自分のへやで弟に計算のしかたを教える 0.68 296 79
116 2 夜中の外はまっくらだが昼間は太ようの光がさしているので明るい 0.57 253 97
117 2 冬に野山や谷川に人間が来ない理ゆうは雪がつもるからだそうです 0.66 197 75
118 2 古い船にのって黄色の門が目立つおばあちゃんの家に妹と行きます 0.57 249 81
119 2 切りかぶの上で丸太を細長く切る方ほうを話しあって考えています 0.57 253 89
120 2 音楽科のじゅぎょう中に教室の時計が止まっていることに気づいた 0.57 296 94
121 2 遠足で見た川原にある風車と自分の顔の絵を画用紙にかきましょう 0.54 183 72
122 2 元日のあさにお父さんの会社の近くのお寺に刀と矢を見にいきます 0.59 213 73
123 2 北の方角に羽のきれいな鳥をかっている書店があったと聞きました 0.59 239 100
124 2 何かめずらしい鳴き声の生きものを知ったが名前が分からなかった 0.58 327 95
125 2 さか道を下るとある図書かんを地図に書いて交たいでせつ明します 0.65 221 84
126 2 国の王さまは売りに来た牛肉とお米を気楽に食べてまんぞくします 0.66 258 95
127 2 午前中に馬の頭をなでながら歌って楽しく池のまわりを走りました 0.57 284 77
128 2 今の時間の魚市場ではおいしいいわしや数のこが多く買えるだろう 0.53 179 74
129 2 首かざりをした心やさしい親切な少女の話を音読するのがすきです 0.68 243 84
130 2 あしたの算数の時間に点を直線でつないでたくさんの形を作ります 0.63 275 86
131 2 馬ごやの見回りをして多くの馬の毛をかった後に朝食をたべました 0.66 223 86
132 2 そうじ当番の人がクラスで新入生のために引き出しを組み立てます 0.74 275 94
133 2 弱っている犬の頭をなでて池のある南の休けい地点にむかって歩く 0.61 228 78
134 2 今年さい後のしごとは雨戸のそうじともらった手紙のせい理だった 0.62 260 89
135 2 毎週日曜はクラス合同で図書室内のそうじをすることがきまりです 0.48 192 66
136 2 天才と言われている少年はむずかしい計算をすぐに答えていました 0.38 337 105
137 2 弓矢をまとにあてるやり方をプロから教わり大会出場に間に合った 0.6 243 101
138 2 岩あなと小川を見つけたのでそこで水をのんで休けいし歩き出した 0.59 252 84
139 2 母は毎日遠くにすむおばあさんと電話で長話をしていて楽しそうだ 0.44 233 82
140 2 広場に行って夜空を見上げると多くのながれ星を見ることができた 0.6 317 105
141 2 図書室の本をたんにんの先生とせい理した後元のいちに直しました 0.61 213 78
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142 2 今日の夕食はひき肉をつかったお父さんの手作りハンバーグだった 0.52 348 100
143 2 と中まで同点だったのでまけた時は一人で大きな声でなきわめいた 0.65 217 82
144 2 計算は見直しをしてまちがいをなくすことが大切と姉から教わった 0.59 255 86
145 2 ゴール目前で間に合わずあと一歩のところで友人にまけてくやしい 0.44 244 102
146 2 夕方ごろ歩道に弱った犬がいたので食べものと水をあたえてあげた 0.52 229 81
147 2 絵画教室の友だちとクリスマスのお楽しみ会の計画をかんがえたよ 0.46 257 83
148 2 朝おきると外は明るく鳥の歌声が聞こえてきて気もちよく目ざめた 0.61 277 85
149 2 春になり妹と北にある里山に行き何万もさいている花を見にいった 0.57 194 65
150 2 家の近くの電気店に見学に行きインタビューに答えてもらいました 0.48 262 91
151 3 昔から水泳は鼻からうまく息つぎができず苦手なので練習をします 0.42 291 84
152 3 全員が世界てきな出来事について調べてせつ明できるようにします 0.5 330 97
153 3 世界を旅しながら他人の命を助けることができる人になりたいです 0.49 342 108
154 3 病院でお医者様がかん者を助けているのをみてぼくは勉強している 0.6 258 95
155 3 橋をすぎて次の電柱を曲がってしばらくすると農家の畑がみえます 0.56 288 99
156 3 落とし物をしたお客様をゆうびん局から商店がいまで追いかけます 0.47 291 78
157 3 登場人物は荷物のなかから笛や皿などひつようなどう具を取りだす 0.62 281 78
158 3 有名な野球せん手が球を速く投げる練習をがんばってしていました 0.45 350 96
159 3 本をよみ返して書かれてあった問題の予想と理由を考えてみました 0.33 349 95
160 3 暑いひは島で遊んだ後近所の神社でかう安いかき氷をたべたくなる 0.46 204 62
161 3 美しい意味をもった言葉を集めて筆で書いた紙を階だんにかざった 0.53 300 90
162 3 妹は波もようの洋服を着て幸せそうに歯をみせて写真に写っている 0.63 250 76
163 3 昭和より昔から使っている高級な箱を見つけたので図かんで調べた 0.49 348 90
164 3 緑のやさいの育てかたを相談して太陽にあてると全て大きくなった 0.37 318 86
165 3 友といっしょに今度いく列車で都をめざす旅行の予定をたてました 0.47 250 79
166 3 校庭でビー玉を転がして進む向きを調べるという実けんを行います 0.55 328 95
167 3 かわ岸にある科学館の館主が病気になったので休業しているそうだ 0.62 229 85
168 3 運動会で出るきょうぎをきめる委員会で他のクラスと交流をしたい 0.64 313 110
169 3 えいがの相手役と同じ気持ちになって悲しんで物語は終わっていく 0.57 327 101
170 3 皮むきをして指から真っかな血が出たので悲鳴を上げてなきました 0.62 334 107
171 3 去年湖の向こうでまいごの羊を発見してくれた人にお礼をつたえた 0.62 271 88
172 3 悪いまじょが主人公の童話を読んでいたら暗かった思いが消えます 0.6 327 116
173 3 空港で両手におおくの荷物をもって通路を走っている人をみかけた 0.67 312 98
174 3 一秒のちがいで勝負は決まりおうえんしている州のせん手が勝った 0.53 306 109
175 3 宿題が終わって自分の部屋を出ると母がテストをもって待っていた 0.45 344 102
176 3 当せん者の番号が発表されて見事福ぶくろを買うことができました 0.71 298 100
177 3 暗くなるまで一生けん命ボールを打つ練習をして相手チームに勝つ 0.53 379 103
178 3 たくさんの見物客が駅前の歩道橋の上でまん開のさくらをみている 0.69 201 82
179 3 寒い時期は雪がふるので山小屋で身の回りのことをしてすごします 0.69 265 95
180 3 動植物を研究する学者になるために勉強をがんばろうと思いました 0.5 296 96
181 3 整理せいとんを毎日行うといった自ら決めたやくそくを守っている 0.53 293 89
182 3 飲み水を持って山を登っておばあちゃんが住んでいる場所まで歩く 0.47 385 96
183 3 八百屋で安く売っていたので豆を買ってお湯でゆがいて昼食にした 0.63 241 92
184 3 県たいかいで負けたくやしい気持ちを学級新聞として文章にのこす 0.68 285 107
185 3 父はしょく場で血行がよくなる飲み薬の研究に丁度とりくんでいる 0.51 201 83
186 3 お祭りでお客さんの写真をとって短い坂道のけいじ板にかざります 0.56 309 78
187 3 軽い気持ちで家の横にある銀行に申しこんだら時間がかかりました 0.52 365 91
188 3 商品を売りあるく少女が道ばたで起きるところから始まる童話です 0.67 292 97
189 3 急に君に手紙を書きたくなったのでていねいに漢字の練習をします 0.43 338 93
190 3 想ぞうしたこと感じたことを表した詩が地区で第一いにえらばれた 0.62 226 74
191 3 教室の中央に立って進んでリーダーになって話し合いに取り組んだ 0.55 359 101
192 3 家族で電車に乗って酒屋に行くと年れいの倍のおかしを配っていた 0.57 255 94
193 3 注意深く見て身の回りのごみを拾ってくださいという放送が流れた 0.56 335 89
194 3 温だん化で多くの白くまが死にそうなことを重く受け止め考えます 0.7 255 102
195 3 地面を平らにして根を植えると春にまん開のはなが一面にさきます 0.71 280 97
196 3 書かれていた式を計算してその分の代金を宮大工さんにはらいます 0.55 236 82
197 3 仕事がいそがしい時期なので毎日手帳をもってそう庫に向かいます 0.61 354 110
198 3 白銀の山の反対にあるゆず湯が有名な宿にとまることが楽しみです 0.57 238 76
199 3 係が中心となって炭や鉄や油について習ったことをふり返り始めた 0.59 256 82
200 3 お祭りでもらったとくさん品を平等に分けそれぞれの住所に送った 0.66 284 110
201 4 観察をくりかえして改良を重ねた末に完成したさくひんを選びます 0.55 282 92
202 4 季節が変わり秋になったので梨をはじめとする果物を多く食べます 0.66 313 102
203 4 仲間と協力しながら苦労してかきあがった風景画をげんかんに置く 0.68 259 84
204 4 初めて博物館をおとずれて積極的にてんじ物の説明をしてもらった 0.71 291 82
205 4 戦争でなくなった多くの兵隊さんや市民のことを思い平和をいのる 0.75 331 88
206 4 クラスメートと協力して発表会は成功に終わったので満足している 0.49 378 87
207 4 目標をもって努力すると変化がでてきたので達成感を感じています 0.54 360 86
208 4 初めて参加した練習試合で結果を残すことができてとてもうれしい 0.64 374 82
209 4 新しくできた建物の中にある倉庫のそうじを順番にするのが約束だ 0.58 322 79
210 4 友達と共に牧場の近くにある菜の花畑をおとずれることが楽しみだ 0.58 244 86
211 4 おかあさんは分量を計って必要な分だけ松たけを焼いて料理をする 0.52 348 85
212 4 せんせいに便利な方法や工夫の仕方をていねいに教えてもらいます 0.66 361 99
213 4 好きなさっかが書いた最新の物語の結末に思わずなみだが出ました 0.73 288 84
214 4 祝日は駅の周辺の場所にたくさんの観光客がいてにぎわっています 0.6 274 78
215 4 投票の結果自転車でいく日がえり旅行をえんきにすることになった 0.41 255 77
216 4 じゅぎょう以外で軍歌や配給について学ぶために副教材をみました 0.6 236 88
217 4 飛行機に乗って遠くはなれた孫に会いに行くためにちょ金をします 0.63 395 94
218 4 司会役の人が例の案を挙げてくれたので考えやすくて助かりました 0.62 304 86
219 4 大臣からの指令で長官が芸のう人を塩田につれていくことになった 0.58 235 86
220 4 まどの外を見てみるとあした真っ白な雪が積もる前兆を感じました 0.57 277 75
221 4 まいにち姉とおふろのなかで都道府県名を唱えて特訓をしています 0.64 289 96

222 4 校庭にいる勇ましい各選手に旗をふっておうえんの気持ちを伝えた 0.71 313 98
223 4 海水浴にいきひろった一輪の花が折れていたので妹は泣き顔でした 0.53 274 73
224 4 直径をはかるのはむずかしいためできた生徒が低学年を手伝います 0.62 310 82
225 4 郡部は街灯が少ないので衣服をあかるくして車に位置をしらせます 0.63 272 91
226 4 このクラスでは順番に出欠と健康をたしかめるのが日直の仕事です 0.36 293 76
227 4 競走中は相手に失礼にならないように静かにするのがルールでした 0.62 341 104
228 4 辞典に書いてあるまだ知らない単語と内ようを録音して覚えている 0.57 317 89
229 4 海底の浅いところでおおくの金貨を拾い億万長者になるゆめをみた 0.68 310 87
230 4 家族においしいご飯を食べさせる目的で無理をして働き続けていた 0.68 351 77
231 4 氏名をかいた名札を付けて近くにある老人ホームに母を連れていく 0.6 351 79
232 4 卒業式では親が入り口側の後ろの席に散らばってすわっていました 0.46 282 69
233 4 陸で生きるどうぶつの種類を調べる課題をもぞう紙に清書しました 0.56 272 85
234 4 実験に使う新しい機械についてくわしく学ばなければ失敗に終わる 0.46 322 78
235 4 科学館からほんを借りたが関心のある自然についてまだまだ未知だ 0.63 287 93
236 4 特産品をつめたあと沖合いの漁港で目を覚ましてびっくりしました 0.65 238 101
237 4 機器の管理の仕方があっているのか念のため照らし合わせましょう 0.64 308 114
238 4 運動会で競ぎ中にけがをしたところに包帯をまいてきずを治します 0.49 288 98
239 4 信じ続けていると成功するかもしれないという希望が芽生えてきた 0.55 370 95
240 4 庭にさいているのと別の花は不思議で少し変わった香りがしている 0.59 356 88
241 4 井戸の横の種がまかれた畑の上を鳥が群れで飛んでいるのが見えた 0.65 280 79
242 4 昨日は年賀じょうを出してから家族で福笑いをして遊んでいました 0.59 356 90
243 4 冷たい風がふいている日に縄と鏡を持って茨の道を走り続けました 0.59 246 65
244 4 昔は城の周辺に富を持った人が多く住んでいたということを習った 0.54 237 80
245 4 日差しが強くあつい日に児童といっしょに公害について取材をした 0.64 319 81
246 4 いつまでも夫や周りの人に愛されたいという願望を追求し続けたい 0.67 260 84
247 4 兄弟みんなが実家に帰省する日を調節して母をおどろかせたいです 0.66 255 81
248 4 鳥の巣をさがして右折をしたら熊と鹿が出てきて固まってしまった 0.65 277 98
249 4 岡田さんは成功するために徳を積むことが大事だと熱く語っていた 0.33 297 85
250 4 印刷したしりょうを使って梅ぼしの栄養について英語で説明をした 0.63 333 94
251 5 地球を救うためにかん境問題について考える価ちが絶対にあります 0.51 406 109
252 5 大勢のお年寄りに交じって綿織物ができあがるまでを勉強しました 0.39 250 73
253 5 総合的なことについて責任者に指導をしてもらったことを感謝する 0.46 422 94
254 5 農家さんから使用する耕具や基本の技術についてくわしくまなんだ 0.53 329 103
255 5 受講後に直接むずかしい質問をしても快く応じてもらえてうれしい 0.69 299 105
256 5 非常時の災害に備えて自たくにひなんようのかばんを用意している 0.56 362 112
257 5 新幹線に乗るので事件や事故にまきこまれないように気を付けたい 0.36 443 102
258 5 桜がさく季節に念願だった志望校に合格がきまってとてもうれしい 0.66 325 99
259 5 製糸工場についての資料をかくにんして授業の準備をしておきます 0.34 350 95
260 5 暴風雨でえんきになっていた祖母のお墓へお参りにやっと行きます 0.5 299 104
261 5 統計資料を使って書かれたポスターの内容について述べていきます 0.48 410 110
262 5 堂々とした態度で率いて支えているすがたをみて頭領に採用された 0.63 270 99
263 5 貯金したお金で妻に金属のネックレスを買ったら素直に喜んでいた 0.67 372 108
264 5 事前になにが必要かを想像して雑草をぬき肥料をよういしておいた 0.67 333 101
265 5 貿易船が船着場にぶじに帰ってきたことをお兄さんに報告しました 0.4 269 94
266 5 校舎のそばの木の下で迷子になっていたこねこを保護する夢を見た 0.62 402 107
267 5 混雑していた店で母は輸入品を安く買うことができ喜んでいました 0.66 335 82
268 5 地球温だん化についてクラスのみんなと話し合い解決法を考えます 0.46 439 98
269 5 講演会にゲストをよぶことが委員会のみんなで賛成に決まりました 0.49 374 107
270 5 祖父の財産は数億円の可能性があるとおしえてもらっておどろいた 0.61 390 120
271 5 息を殺して貧しい家に入ってお金をとった罪で犯人はつかまります 0.69 360 104
272 5 ちかくの病院で検査をした結果原因がわかってひと安心しています 0.51 380 98
273 5 大会にでるための登録用紙に居住地となまえを書くところがあった 0.52 314 99
274 5 製造しゃと人脈がありひつような酸素と液の貸しだし許可がおりた 0.7 255 90
275 5 規則正しい生活を送るためにはやくおきて毎日河原まではしります 0.51 296 98
276 5 永遠にうけつがれることを意識して紀行文として文章をかき留める 0.64 316 115
277 5 婦人は険しいやまをこえて夫が営業する職場まで往復してつかれた 0.63 283 109
278 5 順序にそって修理をしたので過去より現在のほうが印象がよかった 0.54 412 121
279 5 分厚い本には豊かな場所へと再び築きあげた人について書いてある 0.57 336 97
280 5 興味のあった天体観測で感じた思いをはい句によみ賞にえらばれた 0.67 289 100
281 5 医者に眼球を動かすよう言われたので応じたが特に問題はなかった 0.5 386 101
282 5 条約によって余計な圧力をかけることが永久に禁止されていました 0.54 356 105
283 5 実際に戦ってみると複数のチームの計略にひっかかり勝負に負けた 0.54 364 100
284 5 制度が変わり旧式よりも効果があり評判もよいとうわさで耳にした 0.62 310 94
285 5 仮説と主張から構成されているので比べながら考える必要があった 0.57 355 100
286 5 小麦粉もかたくり粉も似ているので同時に示されると判断できない 0.59 382 116
287 5 出版社が行うパーティーへの招待状をたくさんの作家に出しました 0.55 391 108
288 5 手をあらい布でふいた後消毒をするのは食事前の習慣になっている 0.61 322 102
289 5 ある組織の情報が正確だと証明できたので正義のヒーローになった 0.55 379 112
290 5 博士は花弁について小型のルーペをつかって精力的に調べています 0.56 271 100
291 5 税金や政治についてのべた動画を編集したので内容をわかっている 0.46 356 90
292 5 調査をして日程や費用が適切かどうかを確かめることがひつようだ 0.65 351 109
293 5 妻は独特な味のするコーヒーを飲みながら朝刊を読むことが日課だ 0.67 352 110
294 5 飼育されているサルの体重が減ったので平均的な重さになりました 0.47 443 107
295 5 教師から銅鉱山の歴史と業績についてじかんの限りおそわりました 0.51 242 96
296 5 周りを燃やされても武士たちは団結して防衛し任務をはたしていた 0.64 341 115
297 5 きょ額の利益を得ようと増産のためのあたらしい基準を提案します 0.65 297 107
298 5 航海の経験をいかした個人のかいしゃ設りつという潔い決断をした 0.54 204 78
299 5 仏像が置かれてあるバス停横の木の枝に引っかかり服が破れました 0.61 313 99
300 5 あいてが移動して周囲をはさまれ形勢が逆転されて損害がうまれた 0.59 307 118
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　　 This study aimed to develop sentences with both high and low correlation between reading speed and 
reading comprehension in order to assess the reading ability of elementary school students, and to verify the 
sentences’ practicality. The study was conducted from 2021 to 2024 and involved 678 children from the first 
to sixth grades of elementary school. The participating children were asked to read aloud 50 short sentences 
of about 30 characters and take a Kyoken-style diagnostic reading test. The sentences were developed using 
kanji taught in the grade below, so for example, fifth-grade students read sentences intended for fourth-grade 
students. As a result, sentences with a Pearson correlation coefficient of 0.6 or higher between reading speed 
and reading comprehension standard deviation were obtained: 40 sentences for early childhood grade, 24 
sentences for first grade, 18 sentences for second grade, 19 sentences for third grade, 27 sentences for fourth 
grade, and 20 sentences for fifth grade. In addition, the average and standard deviation of reading speed were 
calculated for each sentence. These sentence sets demonstrate the possibility of contributing to the 
construction of an objective and simple reading ability assessment using reading speed.
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